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できる O 第七章「市民社会的想像力」では，西欧の社会認識の伝統が，古典古代以来の「都市J がモデ
ルとされているが故に「市民社会論」と名づけられ，その骨格が取り出される。ホップズ以来の政治学，
スミス以来の経済学，デュルケム以来の社会学を，同ーのモデルのヴアリアントとして取り扱うことが
可能になる O
第八章「人類学的想像力」では，主としてマリノフスキーを中心に，文化人類学の業績が論じられ，
小社会でのフィールドワーク→民族誌の作成→認識モデルへの転用→大社会認識，という一連のステッ
プを踏むところに，その固有の特徴が見いだされるO
主として柳田国男を中心に，日本の社会認識の特徴を論じたのが第九章「民俗学的想像力」である。
郷土(くに)をモデルに国に接近するところに，民俗学的思考の共通性が見いだされるO
「形」といった場合，普通念頭に浮かべられるのは視覚的な図形であるが，社会認識で重要なのは，
言語表現に関する秩序化の問題であるO 第四部「物語と社会学的想像力」では，言語と社会認識との関
連が集中的に取り上げられ，議論される。生活世界の構成を可能にする言語使用のあり方が「物語る」
という態度であり，物語的生活世界において暗黙裡に想定されているのは， I時間的」な全体性であるO
第十章「生活世界の物語的構成」では，私小説論を手がかりに， I物語る」ことが生活世界を構成し
うるための条件が特定化され，第十一章「物語的生活世界と想像力」では，生活世界を物語的に構成す
るために動員されている想像力のありさまが，三つの局面ごとに考察される O 最終の第十二章「モデル
としての物語」では，物語がどのような仕方で全体社会に認識するためのモデルに仕立てあげられてい
るかに着目して，社会認識の類型化が図られるO 小説と歴史学という隣接分野との距離を手がかりに
「旅の物語J I起源の再構成J I概念の弁証法」という三つの叙述スタイルが区別される。「起源の再構成」
は，ウェーパーの『プロテスタンテイズムの倫理と資本主義の精神』を事例に， I行為の意図せざる帰
結」の物語として，また「概念の弁証法」は，マルクスの『資本論』を事例に， I予言の自己成就」の
物語として，それぞれ具体化され，整合化することが図られている(なお「旅の物語」については，す
で、に第八章で、論じられている)。
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論文審査の結果の要旨
本論文の第一の功績は， r想像力」という，どちらかといえば哲学的・文学的な概念を，社会認識の
ための基本概念として認知し，社会科学の領域に明確に定位したことにある。その作業のなかで，世界
制作論，メタファー論，物語論などに含まれる近年の知見と社会科学の伝統との交流が図られ，単なる
網領的マニフェストにとどまらない真撃な理論的考察が展開され， これまでの社会科学の通念や慣例的
な専門分野の区分が相対化されている。本論文はまた，その後半部で，ホップス，スミス，デ、ュルケム，
マリノフスキー，柳田国男らの社会認識をとりあげているが，この部分は，社会認識の学説史というフィー
ルドにおいて想像力が実際にどのように働いてきたかを一種のケース・スタディによって発掘し分析し
た試みとしてユニークな価値をもっているとともに，本論文の理論的考察に具体的な肉付けを与えてお
り，また著者の発想、が社会科学の「現場」にしっかりと根ざすものであることを示している O
以上の理由により，本論文は博士学位論文として十分なものと認定するO
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